


任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
あ
り
ま
し
た

【
ご
あ
い
さ
つ
】

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
組
合
の

運
営
、
ま
た
、
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
五
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
中
津
川
市
森
林
組
合
第
7
国
道
常
総
代

会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
十
名
と
監
事
三
名

が
承
認
さ
れ
、
同
日
の
理
事
会
に
お
い
て
私

が
引
き
続
き
組
合
長
に
推
薦
さ
れ
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
一
期
組
合
運
営
を
任
さ
れ
ま
し
た
経

験
を
生
か
し
、
組
合
員
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
　
私
共
の
組
合
は
、
一
昨
年
度
前
ま
で
、

赤
字
経
営
で
あ
り
、
大
変
心
配
を
掛
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
少
し
で
す
が

二
年
続
け
て
黒
字
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物

と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
政
権
が
交
代
を
し
ま
し
て
、
C
O

2
の
2
5
%
削
減
が
世
界
に
発
信
さ
れ
、
一
昨

年
十
一
月
に
は
　
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」

を
発
表
し
、
木
材
生
産
の
自
給
率
を
、
二
〇

二
〇
年
を
目
標
と
し
ま
し
て
5
0
%
を
目
指
す

と
い
う
プ
ラ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
育
て
る
林
業
か
ら
利
用
す
る
林

業
へ
と
方
向
転
換
を
す
る
も
の
で
す
。
集
約

化
と
は
、
三
〇
h
a
か
ら
一
〇
〇
h
a
程
の
団
地

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
一
団
地
と
し
て
五
ヶ
年

閲
の
森
林
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

本
年
は
、
集
約
化
実
施
計
画
と
云
う
も
の
で
、

平
成
二
十
四
年
度
以
降
は
、
森
林
経
営
計
画

と
な
っ
て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
度

の
集
約
化
実
施
計
画
の
団
地
づ
く
り
に
、
役

職
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
く
で
、
総
代

の
皆
様
も
各
地
区
ご
と
に
、
こ
の
森
林
整
備

の
推
進
に
、
益
々
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
後
、
利
用
間
伐
が
主
体
に
成
っ
て
来
ま

す
と
、
作
業
道
の
路
網
整
備
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
一
昨
年
は
作
業
道
の
延
長
が
、
七
　
)
一

〇
〇
m
、
昨
年
は
、
九
　
八
〇
〇
m
、
今
年
は

七
　
九
〇
〇
m
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
保
全

整
備
直
接
支
援
事
業
と
し
て
利
用
間
伐
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
環
境
保
全
林
整
備
事
業
と
し

て
伐
り
捨
て
間
伐
を
す
る
県
の
事
業
と
し
て

森
林
環
境
税
も
創
設
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
申
し
上
げ
ま
す
が
、
世
代
が
進
む
に

つ
れ
、
山
ば
な
れ
が
進
ん
で
お
り
、
山
は
あ

る
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な
い
人
が
多
く

な
り
、
大
変
な
こ
と
で
す
。

ま
す
ま
す
、
境
界
が
不
明
確
に
な
り
ま
す
が
、

中
津
川
市
で
は
、
地
籍
調
査
も
遅
れ
て
い
ま

し
て
、
全
体
で
は
、
4
2
%
位
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
旧
中
津
川
市
は
、
5
%
穂
度
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
公
有
林
は
別
に
し
ま
し
て
、

私
有
林
は
一
九
　
〇
〇
〇
h
a
位
か
と
存
じ
ま

す
が
、
地
籍
調
査
と
境
界
明
確
化
で
、
五
分

の
一
程
度
が
、
ま
だ
ま
だ
未
確
定
か
と
思
い

ま
す
。
大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

地
籍
調
査
と
境
界
明
確
化
の
連
動
が
必
要
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
山
は
、
自
分
で
守
る
の

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
森
林
組
合
の
持
つ
役
割
が
ま
す
ま

す
と
重
要
に
な
り
ま
す
。

組
合
の
管
理
部
門
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
合
理
化
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

組
合
運
営
と
し
て
は
、
安
全
第
一
で
無
事

故
無
災
害
に
努
め
技
術
を
磨
き
、
経
営
も
ま

す
ま
す
と
研
鐙
を
積
み
、
組
合
員
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
、
役
職
員
一
同
努
め
て

参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
関

係
各
機
関
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

薗
闇
願
閏
鳳
凰
胤
開
聞

●
運
営
の
基
本
方
針

【総　括】
国
の
　
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
、
1
0
年
後
の
木
材
自
給
率
を
5
0
%
以

上
に
す
る
た
め
の
施
策
の
中
に
森
林
の
整
備

や
木
材
生
産
の
効
率
化
に
必
要
な
路
網
と
林

業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
あ
り
ま
す
。
当
組
合
で
は
こ
の
3
年
間
、

路
網
の
整
備
や
機
械
の
導
入
を
積
極
的
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
基
盤
整
備

の
遅
れ
か
ら
十
分
に
対
応
で
き
る
状
況
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
引
き
続
き
作

業
路
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
搬
出
の
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し

た
森
の
合
板
工
場
に
対
し
て
地
元
森
林
組
合

と
し
て
、
搬
出
材
を
積
極
的
に
納
材
し
て
ま

い
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
々
変
化
す
る
社
会
に
適
応
す

る
知
識
と
技
術
レ
ベ
ル
を
高
め
、
厳
し
い
環

境
は
自
分
達
の
力
で
変
え
て
い
く
と
い
う
気

概
を
持
っ
て
、
常
に
失
敗
を
恐
れ
ず
、
新
た

な
挑
戦
(
チ
ャ
レ
ン
ジ
)
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
員
と
地
域
に
愛
さ
れ
、

森
林
組
合
と
従
業
員
の
幸
せ
を
実
現
し
ま
す
。

【
指
導
部
門
】

各
地
域
の
組
合
員
へ
の
啓
発
と
林
業
の
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
整
備
を

促
進
す
る
た
め
地
域
説
明
会
を
開
催
し
、
集

約
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
販
売
部
門
】

木
材
の
搬
出
量
1
2
　
0
0
0
巾
を
目
標
と

し
、
主
伐
』
利
用
間
伐
・
支
障
木
の
搬
出
を

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中

間
上
場
・
山
土
場
か
ら
製
材
工
場
へ
直
送
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
搬
出
経
費
の
節
減
に
努
め
、

森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元
を
図
り
ま
す
。

【
森
林
整
備
部
門
】

新
た
な
補
助
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
0
寸

血
以
上
の
面
積
で
申
請
し
て
い
た
事
業
が

5
h
a
以
上
の
集
約
化
が
な
さ
れ
た
利
用
間
伐

主
体
の
事
業
地
の
み
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
新
制
度
に
対
応
す
る
た
め
7
　
9
0

0
m
の
作
業
路
開
設
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
施
業
地
集
約
化
モ
デ
ル
事
業
、

森
林
境
界
明
確
化
及
び
施
薬
地
集
約
化
促
進

事
業
に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
の
境
界
を
確
定
・

測
量
し
、
そ
の
エ
リ
ア
に
相
応
し
だ
森
林
整
備
・

路
網
の
計
画
等
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
管
理
部
門
】

管
理
部
門
は
、
安
全
衛
生
管
理
業
務
と
事

務
の
現
状
を
見
直
し
、
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、

円
滑
な
組
合
運
営
に
役
職
員
一
同
努
め
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
機

関
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。



憂鬱饗翠鷲 ��こ繋婆繋/一負債および資本の部 � 

家を㌻∴科　目/ �“∴食/額 

流動資産 �222 �35 �流動負債 �45,739 

①現金・預金 �9 �672 �①買掛金 �281 

②売掛金 �831 ��(砂未払金 �40,487 

③未収金 �125,875 ��③預り金 �2,181 

④棚卸資産 �350 ��④その他負債 �2,790 

⑤その他資産 �2,O17 ��固定負債 �4,688 

⑥貸倒引当金 �△610 ��①退職給付引当金 �2,924 

(②役員退任慰労引当金 �1,764 

固定資産 �卵27…‖ ��… �∴∴50享†∴ 

①土地 �16,267 ��出資金 �93,458 

②森林 �7,876 ��利益剰余金 �162,204 

③減価償却資産 �12 �243 �①資本準備金 �100 

減価償却累計額 �△9 �476 �(②法定準備金 �110,699 

(砂無形固定資産 �1 �,365 �③任意積立金 �49,833 

④当期末処分剰余金 �1,572 

外部出資 �23,553 ��(1)当期剰余金 �1,572 

(2)繰越利益剰余金 �0 

その他の固定資産 �126　音 ��蛍∵奉∴合　計“ �255,鰯 

資　産　合　計 �306,089 ��負　債　資　本　合　計 �306,089i 

理事会

代表理事組合長　糸魚川柏三(福　岡)

葛重要事副組合長」Ii遥　武(苗木・坂本)

理　事　　　　　原　　安勝(川　上)

理　事　　　　　林　寿士(蛭　川)

理　事　　　　　二村眞五郎(中津川)

理　事　　　　　斉藤　　茂(山　口)

理　事　　　　　山内緯太郎(坂　下)

理　事　　　　　尾関　忠良(落合・神坂)

理　事　　　　　西村　峰-(阿　木)

理　事　　　　　鷹見　浩彰(職　員)

十音吐葛臆臆 �金　額 
事業損益の部 � 

事業総収益 �351,753 

事業総費用 �247,653 

事業管理費 �105,599 

事業利益 �△1,499 

事業外損益の部 � 

事業外収益 �7,079 

事業外費用 �5,056 

経常利益 �524 

特別損益の部 � 

特別利益 �6,088 

特別撰失 �5,962 

税引前当期剰余金 �650 

法人税等 �/180 

当期剰余金 �470 

前期繰越剰余金 �1,102 

当期未処分剰余金　　ア �∴∴∴∴∴∴∴∴∴　千言了二　言 

難
睨
醗
績
類
鞭

葬
制
耕
謎
輔



森林"林業の再生に向けた改革の姿(イメージ)



〇　〇　〇　〇　〇　〇　補助制度の概要説明　〇　〇　〇　〇　〇　〇

平成22年度で、伐捨間伐単独の補助金がなくなり、平成23年度から1申請面積が1事業地当たり5ha以上で、木

材の搬出を伴う間伐に対して補助されることとなりました。平成24年度からは、森林経営計画の樹立が補助条件とな

ります。 1林班単位(100ha前後)で計画し、そのエリア内の森林所有者と合意形成を図りながら作成します。その

内容は長期の持続的な森林経営に関する計画であり、 ①伐採・造林の計画②保育の計画③集約化施業の実施状況④作

業路網等の計画を記述します。

ただし、これはどこでも実施できる訳ではなく、この計画内で5年間のうちに、ヒノキ11年-60年生、スギ11年

へ50年生までの人工林の1/2、ヒノキ61年-90年生、スギ51年-90年生までの人工林の1/3の合計面積から過去

10年以内の間伐面積を控除した面積以上の施薬を実施出来る場所に限定されます。

たいへん複雑な制度でありますが、ご協力をお願い致します。

囲イメージ

三三三〇三〇‾二三
((30ha+30ha) /2-15ha施業歴) + (15ha/3-2ha施業歴) =18ha以上

山のコラム!!
◆ニッ森について(福岡地域)
ニッ森山は福岡総合事務所から見ると、左右の山がほぼ同じ高さで並んで見えます。

向かって左側が西森、右側が東森で、高さは西森が1,223m、東森が1,155mで高低差は68mです。左右が

並んで見える理由は福岡総合事務所から見た場合、手前に東森、奥に西森となり、約300mの前後差があるた

め同じ高さに見えるのです。また、福岡地内にはニッ森が重なり、 1つにしか見えないポイントがあります。

それは、福岡中学校から付知方面へ1血ぐらいの区間です。中津川市役所からニッ森を見ると、その前後差を

正面から見るような形になるため、明らかに左側に見える西森が高く見えます。登山も人気があります。山頂

に到達すると、南方にふれあい牧場、南西に工業団地、北東に御嶽山が見えます。山頂まで景色が見えない理

由は、登山口が福岡総合事務所から見たニッ森の裏側に位置するため、山頂まで登らないと表側の景色が見え

ないためです。皆さんも機会があれば一度ニッ森に登山をしてみてください。

¥薫二三三三森ノ
///



森林・環境税の導入を検討しています
着流の固さふ

【なぜ森林・環境税が必要なのでしょうか】
森林や河川は、水源のかん養、県土の保全、水道用水を

始め農業・工業用水の水源、さらには生物多様性の確保、
地球温暖化防止など、県民生活や産業を支える様々な公益
的機能を有しています。

しかしながら、本県では、管理放棄され荒廃した森林や
野生動物による農作物の被害の増加、外来生物の繁殖、水
環境の悪化などが懸念され、このまま放置すると私たちの
安全・安心な生活に大きな影響を及ぼす恐れがあります。

県では、本県のすぼらしい自然環境を保全・再生し、こ
れらの持つ公益的機能を高める取り組みを早急かつ確実に
進めてまいります。そのために、必要な費用を、その恩恵

謹護翳党議評議護憲露競(叢憾畷“　　重量垂
称)」の創設を検討しています。

[合板のできるまで]

圏圏園蓮 1職場　2厭 
の商春霞割懸 

≦翳東胡吊 ����軍書寄書・章重職 
調幽’棚減11書棚が　12郵 ��13蘭 � 

↓ 

鵬胴囲 ○○重 堅調 �′iヽ′“ヽ i! e � 
り 1暮 〇〇〇〇・〇〇〇〇 　↓ 

韮= 7営椅輸 ���曇壷 葵置く〇億・後置・働車) 
⑱ ���� 



国内初の内陸型合板製造拠点となる「森の合板工場」が本年4月4日より本格稼働

を開始しました。間伐材を中心に年間約10万m3の原木を使用し、国産材1 0 0%の

構造用合板を年間約2 5 0-3 0 0万枚製造する予定です。

本年3月1 1日に発生した東北地方太平洋沖地震により国産材合板の生産量の約3

割を占める岩手・宮城両県の沿岸部の合板工場が被災しました。これにより、被災し

ていない国内の他地域の工場で生産量をカバーする必要が生じたため、現在、当工場

は計画量を上回るフル操業が続けられています。

また、関連会社であるセイホク㈱石巻工場(宮城県石巻市)も被害を受けたため、

そこから社員2 2名が移住し、当工場で働いています。

合板用原木は、岐阜県森林組合連合会が中心となって安定的に供給されています。

看工場の概要
工場整備期間:平成2 0年度一平成2 2年度

所　在　地:中津月情加子母束万賀地内
事業主体:「森の合板協同組合」 (平成20年9月9日設立)

構成員:セイホクグループ現地法人5者、岐阜県森林組合連合会、
岐阜県素材流通協同組合の計7社

三　事業面積:約9.8ha (工場敷地面積約3・5ha)i事業　費:約56・8億円　　　　　　　　A
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